「うむ —— 」 

ちょうど 

私 は 丁度 そのと き、 道 を 歩きながら、 その 少女の こ 

と を 胸に 描いて いたと ころだった ので、 ハツと した。 

ばら つぼみ 

あの 薔薇の 蕾 のように 愛らしい 少女 を、 帆 村に 紹介 

し ぎ 

かたがた 引張リ だした 今夜の 仕儀だった。 それ はこの 

場末の 町に ある 一軒の カフェの 女だった。 カフェの 女 

と は 云いながら、 カフェと は 似合わぬ 姫君の ように 藤 

たけた 少女だった。 

その カフ ェ は、 名前 をゴ— ルデン . バ ット という。 

めす おす こうもり 

入口に 例の 雌 だか 雄 だか 解らない 二 匹の 蝙蝠が 上下に 

ちょっと 

なって、 ネオンサインで 描き出し てあつた。 一寸見た 



きみえ 

「うん、 うん、 君 江 という 女 だネ」 

「そうだ、 君 江 だ。 こいつと 来たら、 およそ チェリ ー 

ぎゃくすう てき 

と は 逆数 的 人物で ネ」 

「チェリ ー というの かい、 あの ミツ 豆みたい な 子 は… 

〜」 

「ミツ 豆？ ミツ 豆 はどう かと 思う ナ」 (あわれ 吾が 

ばら つぼみ 

薔薇の 蕾 よ) —— 

「え？」 

r ィャ 其の 君 江と いうの くらい、 性能 優れた 女性 はい 

ない よ。 その 熱情と いい、 その 魅力と いい、 更に その 

能力に 於て は、 世界一 かも 知れん ぞ。 生きて いる モナ 



リザと いうの は、 正に あの 君 江の こと だ」 

と 私 は、 暗がり を もっけの 幸 いにして、 自分で も 歯 

じょうぜ つ 

の 浮く ような 饒舌 を ふるった。 

なまり 

あと は 二人とも、 鉛の ように 黙って、 あの 裏 街の 

のきした 

軒下 を 歩いて いった。 秋 はこの 場末に も 既に 深かった。 

夜の 霧 は、 頸筋の あたりに 忍びよ つて、 ひい ゃリ とし 

た 唇 を 置いて いった。 

あお 

(遠い 路だ —— ) 仰ぐ と、 夜空 を 四角に 切り抜い たよ 

ひさし 

うな ツル マキ • アバ ー トが、 あたりの 低い 廂を もった 

そび 

長家の 上に 超然と 聳えて いた。 

と、 そのと きだった。 



はず 

チヤ リと 外れて 扉 は 内部へ 開いた。 さて はと 思って、 

充分 警戒 をしながら、 すこしずつ 滑り こんだ。 ところ 

が 入って みると、 上の 方で 大きな ものの 暴れる ガ タン 

うな 

ガ タンと ひど い 音 だ。 呻る ような 吠える ような 声が す 

かんだか まぎ 

る I 。 そこへ 突然 私の 名が 呼ばれた。 疳高い が、 紛 

れも なく 帆 村の 声だった。 

私 は 階段 を蚯け あがった。 それ は 三階の 廊下だった。 

薄暗い 廊下の 真中に、 帆 村 は 一人の 男 を 組み敷い たと 

ころだった。 

その 頃、 やっと 部屋 部屋の 扉が 開いて、 中から 人影 

のぞ 

が 注意 深く、 こっち を視き だした。 



「 一 体 どうし たんです」 

そういって 近づいた の は、 この アバ —卜の 番人と 名 

こ ねま さ 

乗る 五十 がらみ の 肥えた 男だった。 寝 衣の 上に 太い 帯 

をし め、 向う 鉢巻に、 長い 棒 を 持って いた。 

「これ は 事件の 部屋から 逃げ出した 男です」 と 帆 村が 

落 付いた 口調に 還って 云った。 

「事件と いうと、 —— 事件 は どの 部屋です」 

「あすこで すよ。 ホラ 扉の 開け っぱなし になって いる 

…：- J 

「犯人 は 此奴です か」 

「さ ァ、 まだ 何とも 云えない が、 あの 部屋から 飛び出 
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私 は 医者 を 迎える ために、 外へ 飛び だした。 丘 田 医 

師 というの は、 ゴ ー ルデン • バットの 近くに 診療所 を 

持って いた。 それ だから 私 は、 さっき 帆 村と 一緒に 

通った 道 をもう 一 度 逆に 帰って ゆかねば ならなかった。 

その 道々、 私の 全 神経 は、 今 見た 怪我人の ことで 占 

領 されて いた。 

きん か 

金と 呼ばれる 彼の 男の 顔 を 覚えた の は、 忘れ もしな 

い 私が 最初 バ ットの 門 をく ぐ つたと きのこと だった。 



あっかん だん くさ 

船員の 中には、 陸上の 悪漢 団と、 切っても 切れぬ 腐れ 

縁の ある ものが あって、 いつも 密輸 を 強制され る。 密 

輸 といっても 小さい 船の 中で あるから、 たびたび 繰 返 

して は 見付かって しまう。 だから、 一 つ 又 一 つと 苦心 

をして 新手の 方法 を 考えなければ ならない。 最近で は 

エド ガァ. ポオ もどき に、 密輸入 品 を 人目に つかぬ 所 

かえ ひとめ ご 

に 隠す 代りに、 反って 人目に 極く つき やすいと ころへ 

放り出して 置く のが 流行って いると、 こんな 話 を 面白 

お か うなばら リ きぞう 

可笑しく、 この 海原 力 三と いう 船員が 話して 聞かせた。 

きん 

さて 例の 金 青年と 来る と、 身体が 大きい ばかりで 男 

前が よいと いうので もな く、 スポ ー ッ マンら しい 垢ぬ 



をつ ける。 彼が フ ー ッと煙 を 吹き出す と 女 ども は、 身 

体 を 蛇の ようにね じらせて、 

「ね ェ、 ねェ」 「ねえ ッ たら、 ねェ」 

と 鼻声 を あげる。 そこで 金 は、 懐中 を さぐって、 

卓子の 上へ ポ— ンと 煙草の 函を 投げ だす。 わ— ッ とい 

うので、 女 ども は その 函を ひったくって (それ は 大抵、 

あの 君 江の 手に入る のが 例 だ)、 ひったくった 女が、 子 

ま うま -,, 

供に 菓子 を 分ける ように、 朋輩 どもの 手に 一本ず つ 握 

ら せて やる。 貰った 方で は、 その 金 青年お 流れの 煙草 

むさぼ 

に、 パ ッと火 をつ けて 貪 るよう に 吸つ て、 黄色い声 を 

あげる。 



さよう ごうせい しか しょ 

左様に 豪勢な (併し 不思議な) 人気 を 背負って いる 

金 青年の 心 は 一体 誰の 上に あつたか というと、 それ は 

君 江の 上に あった。 その 君 江なる 女が また 愉快な 女で、 

- J- よ うまう ぜん 

金の 女房 然 としてい るかと 思えば、 身体に 暇が あると、 

あいきょう なさ 

誰彼な しに 愛嬌 を ふりまいたり、 情け を尽 したりした。 

だから 君 江と いう 女 は、 金と は 又 別な 意味で、 客た ち 

の 人気 を 博して いた。 

しかし 満 れば虧 くるの 比喩に 洩れず、 先頃から 君 江 

そうぼう 

の 相貌が すこし 変って きた。 金 青年に 喰って かかる よ 

きょ うたい 

うな 狂態 さえ、 人目に ついて きた。 それでいて、 結局 

最後に 君 江 は 金の 機嫌 を 取り結ぶ —— というよりも 



出て こなかった。 

—— そのような カフェ • ゴー ル デン. バットの 帝王 

さようこう 

の 如き 人気者が、 見る もむ ごたら しい 兇行 を 受けた 

おどろ 

もの だから、 私 は 非常に 駭 きもした し、 一 体 誰に やら 

れた のかと、 普段から 知っている 誰彼の 顔 を あれ や こ 

れ やと 思い巡らした。 

丘 田 医師の 家 は、 すぐ 判った。 私の 長話に 大変 時間 

が 経過した ような 気がされる ことで あろうが、 アバ— 

しょ ラみ 

トを 出てから ここまで、 正味 四 五分の 時間だった。 

電鈴 を 押す と、 すぐに 人が 出て 来たの は 意外だった。 

迎えて くれたの は、 三十 四 五の、 涼しそう な 髭 を 立て 



負うた 金 青年の 上に 移って いた。 丘 田 医師の 話で は、 

金 青年 を 知っても いるし、 診察 もした ことがあ ると 

云って いたが、 何 病で あるか、 それ は 云わなかった。 

そして、 私の 熱心な 問いに、 時々 トン チン カンな 返事 

をしながら、 しきりに 足 を 早める のだった。 
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折角 駆けつけて 呉れた 丘 田 医師だった けれど、 重傷 



だった。 

そのと き、 大通りの 方から、 けたたましい 自動車の 

け い てキ J 

警笛が 入り乱れて 聞え てきた。 それ は アバ— トの前 ま 

で 来る と、 どうやら 停った 様子だった。 間もなく 階段 

をの ぼる ドャ ドャ という 物音が して、 この 事件 を 聞き 

つたえた 警視庁の 係官 や 判検事の 一 行が 到着した の 

だった。 

「や あ—」 

「や あ、 先程 はお 報せ を …… 」 

大 江山 捜査 課長 は、 この 事件 を 帆 村から 報せ て 貰つ 

たこと に 礼 を 述べた。 



「あの 部屋で 面白い こと を 見つけた がネ」 と 帆 村はボ 

ッボッ 語り だした。 「それ はゴ— ルデン • バットに つ 

いてな の だ。 君 は あすこの 床の 上に、 バットが バ ラバ 

こま— 

ラ滾れ ている のに 気がつかなかった かい」 

「そういえば、 五六 本、 転がって いるよう だネ」 

「五六 本 じ やない よ。 本当 は 皆で 三十 一 一本 も あるんだ _ 

といって これが、 五十 本 も 入る シガレット. ケ— スか 

ら 転げ 出した のじ やない の だよ。 そんな ケ ー ス なんて 

一 つも あの 部屋に は 無い の だ。 あるの は バットの、 あ 

のお 馴染の 空箱 だけだった。 空箱の 数 は みんなで 四 個 

あつたが ネ」 
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きん あっけ 

金 青年 殺害事件 は 案外 呆気なく 処理され てし まった _ 

かんべ A ほ はく 

官辺で は、 帆 村が 捕縛した 例の 男 を 犯人と して 判定し 

てし ま つ た。 

ここに 意外だった こと は、 あの 犯人と いう 男が、 

うなばら リ きぞう 

海原 力 三 その 人だった こと だ。 私 も あの 後、 係官の 前 

へ 彼が 引 張り だされた とき 初めて それと 気が付いて 



駭 いてし まった わけだった。 

海原 力 三 は 最初のう ち は 猛烈に 頑張って、 犯人で な 

いと 云い 張った。 しかし 後に 至って 遂に 係官の 指摘し 

たと おり、 一切の 犯行 を 認めた という ことであった。 

犯行の 動機 は、 カフェ • ゴー ル デン. バットで 金の 

ために 女 を 奪われた こと を 極度に 憤慨した ためだった。 

いだ うすば ちぬ 

彼の 抱いて いった 薄刃の 短刀に 血 を衂ら ず、 あの 重い 

のち 

砲丸 を 投げつ けて 目的 を 達した こと は、 後に 捕縛され 

たと しても、 短刀 を まだ 使って いないと いう 点で、 犯 

行 を 否定す るつ もりだった という。 それ を 最初から 指 

摘した ところの 検事 は、 大変 鼻を高くし ていた。 



「それが 例の チェリ ー なんだ。 チェリ— はこの 頃、 

だんぜん せきじつ 

断然 ナンパ— • ワン だよ。 君 江 も 居る に は 居る が 昔日 

おもかげ な おとな 

の 俤 無し さ。 しかし 温和し くな つた。 温和し いとい 

えば、 あの 事件から こっち、 不思議に 誰も 彼 もが 温和 

しくな つた ぞ。 あれから 思う と金と いう 男 は、 悪魔の 

ような ところの ある 素晴らしい 天才 だ つ たんだ ナ」 

「煙草の 方 は 相 変らず 皆で やって いるかい」 

とうと つ 

「煙草と いうと …… 」 と 私 は あまり 唐突な ので 直ぐに 

は 気がつかなかった。 「ああ 煙草の ことかい。 それな 

ら カフェ ，ゴ ー ルデ ン. バットの こと だ。 看板 どおり 

の もの を 忠実に 愛用して いる さ。 うまい 宣伝 手段 も 



「最初 はこ こだよ」 

みせさき 

と 彼 は 云って、 バットの 近所に ある 野 間 薬局の 店先 

にず かずか 入って いった。 

^7き や くま いま、；" ま 

「ちょ つ と 劇薬 売買 簿を 見せて 貰いたい のです がネ。 

ここに 本庁からの 命令書が あります が …… 」 

そういって 帆 村 は 店先に 腰 を 下した。 顔の 青白い 主 

人が 奥から 出て きて、 こっち を 向いて 叮嚀に 挨拶 をす 

ると、 薬瓶の 沢山 並んだ 部屋から、 大きな 帳簿 を もつ 

こまか けいせん 

て 来た。 帆 村が それ を 開いた の を 見る と、 細い S 線 

が 沢山 引いて あって、 そこに 細い 数字が 書き込んで 

あった。 



ろうと 思われた。 

私 は あとで 丘 田 医師に 訊ねて みょうと 思って、 なお 

も その 銀 玉 を 見つめて いたので あるが、 そのと き 妙な 

ものに 気がついた。 それ は 銀 玉の 上から 三分の 二 ぐら 

いのと ころに、 横に 一本 細い 線が 入って いる こと だつ 

た。 よくよく 見る とそれ は 線と いうよりも 切れ目の よ 

うに 思われた。 

(オヤ オヤ、 この 銀 玉 は インチキ かな) 

そう 思って 私 は 手 を 伸し かけた とき、 いきなり 私の 

洋服 を グッと 引 張った ものが ある。 はッと 思って 見廻 

まぎ 

わすと、 引 張った の は、 紛れ もな く 帆 村だった。 丘 田 



が ジャ— ッと帆 村の 手に 懸 つた 
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外へ 出る と、 もう 街 は とつぷり 暮れて いた。 快 い 

微風が、 どこから ともなく 追龃 けて きて、 頤の あたり 

を 櫟 るよう に 撫でて い つ た。 

私たち は 橋の 上に 来た。 その 橋 を 渡れば、 すぐ 力 

フエ . ゴー ルデン バットの 入口が あった。 



そういって 通リ すぎた の は、 チェリ— だった。 カク 

テルの 盃を 高く ささげて、 急ぎ足に 通りす ぎた。 背後 

から 眺める と ワン. ピ —ス が、 はちきれ そうに ひきし 

まって、 彼女の 肉体が あらわに 透いて 見えそう だった。 

「あり ゃチ ェ リ— さんだ ネ」 

「うん」 

「暫く 見ない 間に、 大変 肉 づきが 発達した じ やない か。 

まるで 別人の よう だ」 

「そうだ ネ」 私 は 或る こと を 思い浮かべて、 胸の 締め 

つけられ るの を 覚えた。 

「まあ、 いらっしゃいませ」 そこへ 君 江が やって来た。 



んと 短くな つてお 仕舞いに なると 脂く さくなる。 これ 

は 決して 美味い ところではない。 それ を 大事に 最後 ま 

はさ 

で 吸いつ くす ところに、 僕 は 疑問 を 挟んだ の だ。 —— 

そこで 僕 は、 或る 一 つの 仮定 を 置いた。 仮定 を 置いた 

だけで は 十分で はない。 僕 は その 仮定 を 確め るた めに、 

神 戸の 波止場で 仲仕 を 働きながら、 不思議な 秘密 の 楽 

しみ を もっている 人達の 中 を 探し まわった の だ。 そし 

て 遂に 私の 仮定が、 或る 程度まで 正鵠 を 射てい る こと 

を 確め た。 しかし その上で、 尚 実際的 証人 を 得る 必要 

き ゆ-つきよ 

があった の だ。 それで 僕 は 急遽 東京へ 引返した。 そ 

して 第 一 番に 逢って 話 をした のが あの 君 江な の だ」 



うま す 

帆 村 は そ- ,1 で また ホ— プを 甘そう に 喫った。 

「君 江と いうと、 彼女 は 金の 情婦と して 有名だった 時 

くぎ たず 

代が ある。 私 は 一 本 釘 を さして 置いた 上で 尋ねて みた。 

『君 は あのうまい 煙草の 作り方 を、 死んだ 金から 教わつ 

たのだろう』 と」 

「なに、 うまい 煙草と いうと？」 

うま き 

「そうな の だ。 甘い 煙草の こと を 訊かれて 彼女 は ハツ 

と 顔色 を かえた が、 もう 仕方がな いの だ。 先に さして 

置いた 私の 釘 は、 どうしても 彼女の 告白 を 期待して い 

いこと になって いたの だ。 『ええ、 そうです わ』 と 遂に 

君 江 は 答えた。 そこで 私 は 云った。 『煙草に あの 白い 



し ま 

苦しくて ならない。 仕舞いに は、 あの 仕掛けの ある 煙 

草の こと を 感づ いたのだろう が、 そのと き はどうに も 

ならない ところへ 達して いた。 女た ち は 金に 殺到して、 

その ゴ— ルデン • バット を 強要した。 金と して は 思う 

つま- 

壺 だったろう。 バット 一本の 懸け 引きで、 気に入った 

ほんろう 

女た ち を 自由に 奔 弄して いったの だ」 

たんそく 

「そうだつ たか —— 」 私 は 深い 嘆息と 共に、 あの 死ん 

だ 金が 素 晴ら しく もてて いた 其の 頃の 情景 を ハツ キリ 

思い出した。 

き 

「これ は 君 江から、 すっかり 訊いて しまった ことなの 

だよ。 君 江が 一時、 狂暴に なった ことがあった ネ。 あ 



ちょ-つ あ い 

れは 金が 寵愛 を チェ リ— に 移し 始めた 頃 だ つたんだ。 

君 江 は それ を 愚図愚図 云った もの だから、 金 は 怒って、 

それじゃ お前に は 今までの ように 薬 を やらない ぞと 

いって、 薬の 制限で 君 江 を 黙らせよう としたの だ。 君 

江 は 他の 女より すこし 分量 を 多く 貰って いた。 それ は 

そそ 

金が 彼女 を 強烈に 興奮 させて 置いて、 自分の 慾 情 を 唆 

ろうとした ためだった。 ところが その 分量 を 減らされ 

たために、 君 江 は ああして 金に 喰って かかった の だ」 

「ああ、 すると もしゃ …… 」 と 私 は 口に 出し かけた が、 

気 を かえて、 二 体 あの モヒ剤 は どこから 金が 手に入 

れ ていたの かい」 



のと ころへ 来た 初 顔の 女が、 

「ォ— さんよ」 

と 小さい 声で 云った のが 聞え た。 それで 丘 田 医師が、 

この ゴ— ルデン • バットへ 繰り こんで 来た ことに 気が 

つ いた。 
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どうした という もの か、 それから は每晚 のように 帆 



村が 私のと ころへ やって きた。 やって きて は、 毎晚は 

ん こで 押した ように、 私 を 誘って ゴ— ルデン • バット 

へ 出掛けた。 

そんな ことが、 およそ 一週間 も 続いた のちの こと 

だった。 その 晚も帆 村と 私と は、 ゴ ー ル デン. バット 

の ボックスに 身体 を 埋めて いた。 その 日 はいつ もとは 

違い、 カフェの 中にはなん となく 変な 空気が 漂って 

いる ことに 気がつい たが、 しかし その 夜のう ちに、 あ 

だい でんどう 

の 愛慾の 大 殿堂 ゴ— ルデン • バ ットが ビタリと 大戸を 

閉じて しまうな どと は 夢にも 気がつかなかった。 実に 

これが 有名なる 「ゴ— ル デン. バット 事件」 の 当夜な 



けいれん 

あらわして 狂暴に なったり、 痙攣が 起ったり する 害 だ 

と 思 うんだ。 ところが 案外 みんな 平気な の はどうい う 

わけだろう か」 

「いや、 君の 探偵 眼 も 近頃 大いに 発達して きたのに 敬 

服す る」 と 帆 村 は 真面目な 顔 付に なって いった。 「し 

かし その 回答 は、 まだ 僕の 口から は 出来ない の だ。 ま 

あ、 もう 少し 待って いたまえ」 

そこへ 珍ら しく 私達の 番の チェリ ー が、 洋酒の 盃を 

+PV+P く 

もって 来た。 彼女 は 黙々 として、 ウイ スキ— を 私達の 

前に 並べた が、 

「あの、 ちょ つ と、 顔 を 貸して 下さらない」 と 私に 言つ 



「あんた お金の こと を 云って いるの ネ。 すこし 位のお 

金なら、 あたしから あげても いい わ」 

「莫迦な こと を …… 」 

そういって 私 は 席に 戻った。 帆 村はホ ー プの煙 を 

ち-つも ラ 

濛々 と 立ち 昇らせながら、 眼 を クル クル させて いた。 

「どうした」 

そこで 私 は 思いがけない チェリ— の 云いが かりにつ 

いて、 彼に 報告した。 その あとに 私 はっけた して 云つ 

た。 

「薬 を 盗んだ というが、 それなら 君に 云いそう な もの 

じ やない か」 



立ち、 顔面 は 蒼白と なり、 眼 は 血走り、 ヌッ とっき 出 

^ る 

した 細い 腕 は ヮナヮ ナと慄 えていた。 

「さあ 返せ、 返せと いったら 返さない か」 私 は 腰 を あ 

げた。 

「畜生、 黙って いるの は、 返さない 心算 だな。 ょォ し、 

殺しち まう ぞ」 

どな たち ま ひるがえ そば 

そう 呶鳴 ると 丘 田 医師 は 忽ち 身 を 翻 して、 傍の 

棕櫚の 鉢 植に手 を かけた。 彼の 細腕 は、 五十 キロ も あ 

ろうと 思われる その 重い 鉢植を 軽々 ともち あげて、 頭 

上に ふり かぶろう という 気勢 を 示した。 

「危 い。 逃げろ ッ」 



「あの 丘 田 医師の 大変な 力の こと を 云って いるの だ。 

気が 変にな つたれば こそ、 あのような 力が 出る」 

「すると 金 青年に 重い 砲丸 を擲げ つけて 重傷 を 負わせ 

たの は、 丘 田 医師だった のかい」 

「もうす こし すれば、 誰が 犯人 か、 自然に 解る 害 だよ」 

真犯人の こと を 知った の は、 それから 三日の ちの こ 

とだった。 ゴ ー ル デン. バットの チェリ それが 

真犯人 だ つ た。 

き い 

これ は 一 部の 人に 大変 奇異な 思い をいだ かせた。 何 

かよわ 

故なら ば、 どうして チェリ ー のように 脆弱い 女性が、 

あの 重い 砲丸 を 金 青年の 肩の 上に 擲げ つける ことが 出 



まさか 

来たろうかと いう 疑問が 第一。 それから 彼女に 真逆 金 

を 殺す だけの 十分な 動機が 見つかりそう もな いという 

疑問が その 第一 一だった。 

あきら 

しかし それ は、 彼女 達の 告白に よ つ て、 すべ てが 明 

かにな つた。 私 は 今、 彼女 達と いう 複数の 言葉 を 使つ 

たが、 あの ゴ ー ル デン. バットの 女た ち は、 あの 晚の 

騒ぎ をキ ッカケ として、 去って いったの だった。 彼女 

たち は、 洋酒 を 盆の 上に 載せる 代りに、 みんなが 白い 

ベッドの 上に 載せられ ていた。 それ は 某 内科の 病室に 

収容 せられた 風景 だ つ た。 

チェリ ー は ベッドの 上から、 切れ切れに 一 切 を 



予審 W 事に 告白した。 

金が 重傷 をう けた あの 頃 は、 チェリ— が 君 江よりも 

ちょう あ い 

一歩 進んだ、 金の 寵愛 を 得て いると きだった。 金 は 

まやく 

前に も 云った ように、 魔 薬の 入った 煙草で もって 女た 

ち を 自由にし ていた。 その 資本 は、 金が 秘蔵して いた 

一 袋のへ 口 インと いう モルヒネ 剤だった。 

ところが この 大切な 資本が、 或る日 金の 部屋から 見 

えなくな つたの だ。 それ は 大事 件だった。 命に 関する 

出来 ごとだった。 彼 は 気が 変にな つたよう に 部屋の 中 

を 探した が、 どうしても 出て 来なかった。 そのうちに 

だんだんと 中毒 症状が 出て きたので 彼 はかね て懸 りつ 



は 全く 気が 変にな つて、 あの 重い 砲丸 を 頭上に 持ち 上 

げた。 金 はこの 思いがけない 危険に 室内 を 逃げ 廻って 

いるう ちに、 とうとう チェリ ー のために 鉄の 砲丸 を擲 

げ つけられて しまった。 そして あのような 悲惨な 最期 

を 遂げた のだった。 

さて それから、 チェリ— は 室内 を葡 いまわって、 

まやく つい いんとく 

魔 薬の 入った 煙草 を 探した。 遂に 煙草の 隠匿 場所が わ 

かって、 八本の 特製の ゴ— ル デン. バット を 手に入れ 

むさぼ 

た。 彼女 は そこで 貪る ように、 あの 煙草 を 喫った の 

ききめ 

だった。 喫って いるう ちに、 次第に 薬の 効目 は あらわ 

れた、 彼女 は 平衡な 心 を 取 りかえ したの だった。 彼女 



が ソッと 現場 を 逃げ だした の は、 それからだった。 

うなばら リき ぞう 

—— (海原 力 三が 殺人の 目的で 忍び こんだ とき は、 既 

のち 

に 金が 重傷 を 負 つていた 後の ことだった) 

チェリ ー は 外へ 逃げ だした が、 そこで 深夜の 街 を 歩 

つかま 

いていた 丘 田 医師に 摑 つたの だった。 摑る というよ 

り も、 むしろ 助けられた といった 方が 当っていた。 丘 

田 は チェリ ー の 唯なら ぬ 様子から それと 察して、 幸い 

独身者の 気楽な 自分の 家へ 連れて かえった の だ。 その 

後、 二人の 仲が 如何に 発展した か、 それ は 云う まで も 

な いこと である。 

ところで 金のと ころに あつたへ 口 インの 袋 は 一 体 誰 



が 盗んだ のか。 これ はい まだに 明瞭で はない ので あ 

るが、 帆 村の 説に よると、 既に 金のと ころへ 度々 呼ば 

すき 

れて 行った 丘 田 医師が、 金の 隙 をみ て 秘かに 奪いと つ 

たもので はなかろう かと 云って いる。 あの 種の 中毒 患 

者に はそんな 隙な ど はザラ にある ことに 違いなかった _ 

丘 田 医師 は、 盗みと つた 魔 薬 を 悪用し、 金と 同じ 手 

を 用いて、 カフェ .ゴ —ル デンバ ットに 君臨した の だつ 

た。 幸い 医者だった 彼 は、 その後の 中毒 女た ちに 投薬 

する ことに 非常に 巧みだった。 だから 女た ち は、 中毒 

者の ように は 見えなかった の だ。 しかし 最後に 来て、 

運命の 默戯 という か、 天罰と いうか、 丘 田 医師が 魔 薬 



上から、 なに か 白い 紙 包 を 川 中に 投じた が、 あれが 丘 

田 医師のと ころに あ つたへ 口 インで は あるまい かと、 

, きんだ ま 

私 は 考えて いる。 あの 高い 棚の 上に あった 銀 玉 はきつ 

と 真中から 一 一 つに 割れる ボン ボン 入れの ような もので 

あ つたろう。 

う な ばらり き ぞ う 

海原 力 三 は 無罪と なり、 放免され た。 

しかし 丘 田 医師 は、 あの 夜から、 どこへ 逃げた もの 

か、 行方不明 である。 —— しかし 後日談 を 云う と、 あ 

てんのう じ 

れ から 三 ヶ月 ほどして、 帆 村 は 大阪の 天 王 寺の ガ ー ド 

下に、 彼らし い 姿 を 発見した という。 しかし 顔色 はい 

しょうすい しばら 

たく 憔悴し、 声をかけても 暫く は 判らなかった とい 
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